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Ⅴ．特記事項 

 

1．「南九州大学創立 50 周年記念事業」として実施した学生会館「ひなた館」、第二体育館

「ひまわり館」の設置による教育環境の整備と充実 

「Ⅱ. 沿革と現況」に記載されているとおり、本学は昭和 42(1967)年に開設され、平成

29(2017)年度には大学創立 50 周年を迎えた。創立 50 周年記念事業として、教育環境の整

備・充実を目的とした寄付金事業を平成 30(2018)年 7 月から実施しており、この事業の一

環として、学生活動のさらなる活発化と学生の福利厚生を強化することを目的とし、宮崎

キャンパスに学生会館「ひなた館」、都城キャンパスに第二体育館「ひまわり館」を建設し

た。「ひなた館」は令和元(2019)年春に完成し、自習や憩いのスペースとしてのカフェテリ

アや「アクティブラーニングルーム」、「茶道室」のほかに、就職課が設置されている。「ひ

まわり館」は令和 2(2020)年夏に完成し、講義等で使用できる多目的室に加え、武道場(レ
スリング、剣道、柔道)やトレーニングルームなど授業だけではなく、学生のサークル活動

などに幅広く活用できる施設となっている。当該施設の完成により、教育内容や課外活動

がさらに充実することで、学生自身の心身の発達や学習意欲の増進を図り、社会に貢献で

きる人材育成につながっている。 
 

2．コロナ禍における迅速なオンライン授業システム構築による教育研究内容の維持 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う全国への「緊急事態宣言」発令により、令和

2(2020)年度前期授業の本学における開講は 5 月中旬まで延期された。 
それまで本学は授業の IT 化があまり進んでいない状況であったが、学生の健康・安全

の維持と教育研究内容の質を担保する目的で、Zoom を使用したオンライン授業システム

の構築を急遽行うこととし、①「学生の自宅の通信環境に関する調査」②「学生に対する

オンライン受講方法の説明」③「自宅でのオンライン受講が困難な学生に対する PC・タ

ブレット貸出体制の構築」④「学内でオンライン授業を受講できるスペースの確保」⑤「教

室への無線 LAN ルーターの設置」⑥「教職員（非常勤講師を含む）へのオンライン授業

実施方法の周知ならびに研修会の実施」を教職員の連携のもとで実施することにより、短

期間でのオンライン授業システムの構築に至った。その結果、前期授業を 5 月 11 日から

予定通りオンラインで開始することができた。 
また、授業のスケジュールについても学科ごとに工夫を取り入れた。例えば、座学科目

を前期の前半期間でオンラインにて集中的に行い、対面で実施することが望ましい実験・

実習科目については、「緊急事態宣言」が解除され、対面での授業実施が可能となってから

開始した。さらに、対面授業再開後も教室の収容人数が制限されていることを踏まえ、科

目によっては対面とオンラインを併用する方法で授業を行うことで、教育内容の質を確保

した。 
このように、コロナ禍の困難な状況を打破するべく、教職員が所属部署に関係なく、適

材適所で連携しながら迅速にオンライン教育システムを構築することにより、学生への教

育研究の停滞を防ぐことができたとともに、同システムを学内外のオンライン会議に適用

するなど大学の運営にも大きく寄与している。 


